
定価１４００円（税込）

「
生
長
の
家
」
正
史
編
纂
委
員
会
編
著

幸福と悦び
　あふれる月刊誌！

「
生
長
の
家
」
教
団
の
平
成
30
年
史

「
生
長
の
家
」
の
平
成
30
年
の
歴
史

は
、
宗
教
史
上
、
前
代
未
聞
の
歴
史

で
あ
り
、
語
り
た
く
て
も
語
れ
な
い

悲
し
み
の
歴
史
で
あ
っ
た
！

 

「
谷
口
雅
春
先
生
は
、
昭
和
60
年
６
月
17
日
、
天
界
へ
と
ご
帰
幽
に
な
ら
れ
た
。
そ
の
悲
し
み
の
日
か
ら
三
十
一

年
が
経
過
し
た
。
そ
の
間
、
生
長
の
家
の
教
団
の
年
史
は
一
度
と
し
て
編
纂
さ
れ
て
い
な
い
。『
三
十
年
史
』

『
四
十
年
史
』『
五
十
年
史
』（
昭
和
55
年
11
月
22
日
発
行
）刊
行
以
来
、
35
年
以
上
も
の
間
、『
生
長
の
家
の
歴
史
』
の

叙
述
は
為
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
な
ぜ
で
あ
る
か
。
歴
史
を
語
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
」（
本
文
よ
り
）

第
１
部　
「
谷
口
雅
宣
氏
」
と
い
う
人
物

　

◎『
理
想
世
界
』
誌
に
連
載
さ
れ
た
歴
史
観

　

◎
谷
口
雅
宣
氏
の
政
治
的
発
言

　

◎
谷
口
雅
宣
氏
の
「
法
燈
継
承
者
」
発
言

　

◎
谷
口
家
の
人
々
の
追
放　

他

第
２
部　
「
生
長
の
家
」
平
成
年
表

第
３
部　

年
表
解
説

　

◎
聖
典
・
聖
経
の
隠
蔽

　

◎
教
団
運
動
方
針
の
推
移

　

◎「
環
境
保
護
運
動
」
の
意
図
す
る
も
の

　

◎
龍
宮
住
吉
本
宮
の
変
質

　

◎
連
続
す
る
裁
判
問
題
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幸
福
と
悦
び
あ
ふ
れ
る
月
刊
誌
！

祈
り
の
言
葉

神
と
融
合
す
る
た
め
の
言
葉

谷
口
雅
春

光
明
思
想
に

生
き
る

「
本
当
の
自
分
」
を
思
い
出
し
ま
し
ょ
う
谷
口
雅
春

10
月
の
箴
言

神
の
導
き
に
よ
る
問
題
の
解
決

谷
口
雅
春

神
癒
を
導
き
出
す
祈
り
の
力

「
神
癒
祝
福
祈
願
」
の
ご
案
内

特
集

神
の
癒
し
―
な
ぜ
病
は
癒
え
る
か

谷
口
雅
春

谷
口
雅
春
先
生
を
学
ぶ

月刊

臨
時
増
刊
号

定価 3 0 0 円 （税込）

谷
口
雅
春
先
生
の〝
真
の
教
え
〟か
ら

導
き
出
さ
れ
る
〝
答
え
〟
と
は
？

日
本
国
憲
法
の
問
題
点
は
何
で
す
か
？

教
団
機
関
誌
７
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
18
の
「『
今
夏
の
参
議
院
選
挙
に
対
す
る

生
長
の
家
の
方
針
』
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
」
の
「
正
し
い
回
答
」
は
こ
れ
だ
！

な
ぜ
三
代
目
総
裁
は
教
え
を
改か

い

竄ざ
ん

し
た
の
か

平成 28 年 10 月号

谷
口
雅
春
先
生
創
刊
『
生
長
の
家
』
誌
を

正
し
く
受
け
継
ぐ
月
刊
誌
！

緊
急
提
言　
「
相
模
原
障
害
者
施
設
殺
傷
事
件
」
に
寄
せ
て

　

人
間
の
生
命
と
魂
の
生
長
に
つ
い
て
　
　
谷
口
雅
春

　
事
件
に
触
れ
て
考
え
た
こ
と
　
　
　
　
　
粟
野
真
弘

現
教
団
の
変
節
を
考
え
る
！

Ｑ　
　
　
　
　「
現
行
憲
法
は
、
日
本
弱
体
化
の
た
め
の
占
領
軍
に
よ
る〝
押
し
つ
け
憲
法
〟
で
す
。
谷
口
雅
春
先
生
は
、

占
領
憲
法
は
『
絶
対〝
し
て
は
な
ら
な
い
〟と
こ
ろ
の
国
家
個
性
の
入
れ
替
え
を
行
っ
た
占
領
行
政
基
本
法
』
で
あ
り
、

『
憲
法
の
中
に
日
本
国
の
個
性
と
伝
統
と
を
奪
還
し
な
い
限
り
は
戦
争
も
終
わ
っ
た
と
い
え
な
い
し
、
ア
メ
リ
カ
精

神
の
日
本
占
領
が
終
わ
っ
た
と
も
言
え
な
い
の
で
あ
る
』
と
断
言
さ
れ
ま
し
た（
略
）」（
以
下
、
17
項
目
）

正
し
い
Ａ

責
任
編
集 

谷
口
雅
春
先
生
を
学
ぶ
会


